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地理歴史科（世界史 A）学習指導案

日 時：平成 23年 10月 28日（金）

指導学級：4年 2組 35名

指導者 ：教諭 木村 剛

１ 単元名

ヨーロッパとアメリカの諸革命

２ 単元の目標

産業革命，フランス革命，アメリカ諸国の独立，自由主義と国民主義の進展，拡大する貿易活動を

扱い，ヨーロッパ・アメリカにおける資本主義の確立および工業化の進展，ならびに国民形成の様子

を理解できるようにする。

３ 単元の評価規準

【「ヨーロッパとアメリカの諸革命」の評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

ヨーロッパ・アメリカに

おける資本主義の確立

と国民形成に対する関

心を高め，意欲的に追究

しようとしている。

ヨーロッパ・アメリカに

おける資本主義の確立

と国民形成について考

察し，その歴史的意義を

について思考を深めて

いる。

ヨーロッパ・アメリカに

おける資本主義の確立

と国民形成に関する資

料を活用するとともに，

追究し考察した過程や

結果を適切に表現して

いる。

ヨーロッパ・アメリカに

おける資本主義の確立

と国民形成について理

解し，その知識を身に付

けている。

４ 指導に当たって

（１）単元について

この単元は学習指導要領における(2)「一体化する世界」の(ｳ)に当たり，16 世紀以降の世界商業

の発達以降，ヨーロッパに資本主義が確立し，自由主義・国民主義が広まる中で国民国家が形成す

る過程を扱う内容となっている。また，内容の取扱いについては，（(ｱ)客観的かつ公正な資料に基

づいて歴史の事実に関する理解を得させるようにすること。(ｲ)政治・経済・文化・社会・生活など

様々な観点から歴史的事象を取り上げ，近現代世界に対する多角的で柔軟な見方を養うこと。）と

ある。したがって，個々の歴史的事項の知識をしっかりと押さえた上で，現代の生活に関連する民

主主義・資本主義の成立過程を理解し，西欧の革命を通して一体化する世界の大きな枠組みをとら

えるには最も適切な単元であると考える。

（２）生徒の実態について

４年２組は，男子１５名女子２０名計３５名の学級である。明るく活発な生徒が多く，授業中の

発問に対しては，積極的に挙手をし，答える場面が多くみられる。一方で，意見は持っているが発

表するのが苦手という生徒も若干名いる。また，授業に関するアンケートをとったところ，ほとん

どの生徒が授業の内容については理解していると回答していたが，同時に，教科書で出てきた歴史

事項や人物についてもっと深く探究したいという意見を持っている生徒も多かった。

（３）指導について

上記のことを鑑みて，授業のなかで話合いと発表を試みたところ，発表するのが苦手な生徒も話

合い活動には意欲的に取り組み，ほとんど全ての生徒が発表をした。このことから，話合い及び発

表という形式は，効果的であると思われる。従って，本時の題材であるフランス革命を，単純に歴

史事項の羅列ではなく，生徒が主体となってその背景などについて，より深く考察しながら理解さ

せていきたい。
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５ 単元の指導と評価の計画（全５時間）

時数 学習内容 学習活動と指導上の留意点 評価規準

１ ・イギリスから独立する

アメリカ

・ワークシート・資料を用いてアメ

リカ独立革命の推移を理解させ

る。また，独立宣言などの資料か

ら，民主主義が成立したことの歴

史的意義について思考させる。

・アメリカ独立革命について

関心を高め，意欲的に追究

している。 【知識・理解】

・アメリカ独立革命について

考察し，その歴史的意義を

思考している。

【思考・判断】

２

(本時)

・ヨーロッパ近代の

出発点 フランス革命

・資料の読み取りを通して，革命の

進展に伴う政体の変化について，

民衆の不満や要求の違いという視

点から理解させる。

・話合い活動を通して，革命による

社会の変化とその歴史的意義を考

察させる。

・民衆の要求の違いを通し

て，フランス革命の背景と

展開を理解している。

【知識・理解】

・話合い活動を通して，革命

による社会の変化とその

歴史的意義について考察

している。 【思考・判断】

３ ・フランス革命と社会

生活の変化

・フランス革命における様々な人物

の活動やエピソードについて触

れ，関心を持たせる。

・フランス革命後の社会の変化につ

いて，話合い活動を通じて関心を

高め，国民国家の形成について理

解させる。

・フランス革命後の社会の変

化について，関心を高め，

意欲的に追究している。

【関心・意欲・態度】

・フランス革命後の国民国家

の形成について理解し，そ

の知識を身に付けている。

【知識・理解】

４ ・ナポレオンのヨーロッ

パ支配からウィーン体

制へ

・大西洋を越えて広がる

革命の波

・資料および地図から，ナポレオン

の大陸支配と没落の様子を読み取

らせ，ワークシートにまとめる。

・資料からヨーロッパの革命が大西

洋を挟んでラテンアメリカに波及

したことを理解させる。

・ナポレオンの大陸支配につ

いての資料を活用し，考察

した過程を適切に表現し

ている。 【技能・表現】

・ラテンアメリカ諸国の独立

について理解し，その知識

を身に付けている。

【知識・理解】

５ ・産業革命という大変革

の開始

・資本主義の発達と社会

主義運動の発生

・資料および図版などから，産業革

命の進展について考察し，その過

程をワークシートにまとめる。

・話合い活動を通して資本主義の発

達とその弊害から社会主義が発生

した過程を考察する。

・産業革命についての資料を

活用し，考察した過程を適

切に表現している。

【技能・表現】

・産業革命について考察し，

その歴史的意義を判断し

ている。 【思考・判断】

６ 本時の指導

（１）題材名 「ヨーロッパ近代の出発点 フランス革命」

（２）本時のねらい

① 民衆の要求の違いを通して，フランス革命の背景と展開を理解するようにする。

（知識・理解）

② 話合い活動を通して，革命による社会の変化とその歴史的意義について考察するようにする。

（思考・判断）
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（３）指導にあたっての工夫

〈本時の提案〉

グループワークによる話合い活動を通して，革命の成果と課題について考察し，ワークシートにまとめ，

発表する。

本校の研究テーマ「かかわりあいを大切にし，学ぶ楽しさを味わわせる指導の工夫 ～各教科におけ

る言語活動を通して～」から，本授業では生徒同士の「かかわり合い」と「言語活動」を意識して構成

した。まず，「かかわり合い」に関しては，グループでの話合い活動を取り入れ，教師による一方的な

知識伝達型のやり方ではなく，生徒が他者とかかわりながら理解を深める方法を取る。また，考えを「発

表する」ことによって，自分たちの考えを論理的に構成し他者に伝える「言語活動」を導入する。

さらに，本校社会科・地歴公民科の研究テーマでもある「調べ・考え・表現する力の育成」及び，そ

の具体的実践方法である「少人数による話合い活動の場の設定」「資料の有効な活用」も意識しながら，

生徒の学習意欲を高めるような資料の提供とワークシートの作成を心掛けた。

（４）本時の展開

段

階

学習活動

予想される生徒の反応

指導

形態

指導上の留意点 評価･資料

（評価方法）

導

入

３

分

１ 前時までの既習事項を振り返

り，本時の学習内容を確認する

一斉 １ イギリス革命・アメリカ独立革命と

本時との関連についてふれる。

展

開

３

７

分

２ 革命前のフランス社会（ｱﾝｼｬﾝ

=ﾚｼﾞｰﾑ：旧制度）について理解

する。

・第一身分（聖職者）と第二身分（貴

族）が免税特権を持っている

・第三身分は政治的発言権が無いこ

とに不満を持っている。

・第三身分は不平等な身分制度に不

満を持っている。

・第三身分は重い税負担にあえいで

いる。

３ 三部会⇒〔Ⅰ〕国民議会⇒〔Ⅱ〕

立法議会⇒〔Ⅲ〕国民公会と政

治機構が変化するとともに，革

命の進展の様子を理解する。

一斉

一斉

２ 資料を示し，発問する。

発問① 第一身分（聖職者）・第二身分

（貴族）はどのような特権を持っ

ていたか。

発問② 第三身分はどのような不満を

持っていたか。

・生徒を指名し，発表させる。

・ワークシートに記入させる。

３ ワークシートを用いて解説しなが

ら，確認する。

〔Ⅰ〕では，憲法が制定され，王権が制

限される体制ができたという変化を

理解させる。

〔Ⅱ〕では，王政が倒され，普通選挙が

行われることにより，政治的発言権が

拡大されたという変化を理解させる。

〔Ⅲ〕では，農民をふくめた貧困層まで

権利や自由が拡大し，身分制度がほぼ

崩壊したという変化を理解させる。

①貴族の革命→②農民の革命→③市

の革命→④民衆の革命と革命の主体

が変化していくことを理解させる

（資料）旧体

制の図

（評価）

・民衆の要求

の違いを通

して，フラン

ス革命の背

景と展開を

理解してい

る。

（ワークシ

ート・発表）

（資料）

・球戯場の誓

いの図

・バスティー

ユ牢獄襲撃

の図
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４ ルイ１６世の処刑⇒第１回対

仏大同盟の結成の流れを確認す

る。

５ ジャコバン派（ロベスピエー

ル）の台頭と恐怖政治の流れを

確認する。

成果

・憲法が制定され，専制政治が倒さ

れた。

・政治的権利が平民に拡大した。

・身分制度が崩れ，税の負担などの

不平等がなくなった。

課題

・社会の混乱が収まらず，恐怖政治

がおこった。

・諸外国の干渉が激しくなった。

一斉

一斉

ｸﾞﾙ ｰ

ﾌﾟ

４ 国王の処刑が，諸外国の革命に対す

る警戒と干渉（戦争）を招き，フラン

スが危機に立たされたことに気付か

せる。

５ 恐怖政治（ジャコバン派の革命独

裁）の様子を簡潔に解説する。

発問 革命前と革命後ではフランス

の政治・社会がどのように変化し

たか。また革命がもたらした課題

や問題点は何か。

※箇条書きでいくつか上げさせる。

※４人で１組のグループを編成する。

・話合いの様子を机間指導しながら観

察し，必要に応じて指示・助言をす

る。

・ワークシートの記入状況を机間指導

する。

・各グループの代表の生徒に発表させ

る。

（資料）

・ルイ 16 世

処刑の図

（資料）

・恐怖政治下

の市民の日

記

（評価）

話合い活動

を通して，革

命による社

会の変化と

その歴史的

意義につい

て考察して

いる。

（観察・ワー

クシート・発

表）

ま

と

め

５

分

６ 総裁政府の成立までの流れを

つかみながら，本時の学習内容

を確認する。

一斉 ６ 制限選挙が復活し，革命の流れが停

滞したが，フランス革命が封建的な身

分制度をこわし，ヨーロッパが近代市

民社会へ移行するきっかけとなった

ことを理解させる。

（資料）

・テルミドー

ルのクーデ

タの図

（５）本時の評価規準

評価規準 Ａと判断する具体的な姿 Ｃの生徒に対する手だて

民衆の要求の違いを通して，フラ

ンス革命の背景と展開を理解し

ている。

【知識・理解】

民衆の要求が，身分によって異な

っていることを理解している。ま

た，理解した内容を積極的に発表

しようとしている。

他者の発表を参考に，要求や不満

をワークシートに記入するよう

に指示する。

話合い活動を通して，革命による

社会の変化とその歴史的意義に

ついて考察している。

【思考・判断】

積極的に話合い活動を取り組み，

革命による社会の変化と，その歴

史的意義についてより深く考察

している。また，他者に必要な助

言を与えている。

他者の考えを参考に，フランス革

命の成果についてワークシート

にまとめるように指示する。

（６）準備物

・参考資料 ・ワークシート ・大型モニター ・パソコン

〈本時の提案〉

グループワークによる話し合い活動を通して，革命の成果と課題について考察し，ワークシー

トにまとめ，発表する。



← 不平等な社会

・

・
・
・
・ 立憲君主制を柱とする憲法が制定される

国民議会を結成

憲法制定までは議会を解散しない（テニスコートの誓い）
国王の弾圧に対してバスティーユ牢獄を襲撃
封建的特権の廃止，人権宣言 ⇒ 身分的な不平等がなくなる

農民

【6 】(1789.6～1791.9)

憲法をつくり，国の体制をかえよう！

農民

農民に対しては領主の立場
【4 】特権を
もっていた
＝特権身分とよばれる

※どのような不満があったか

財政難から国王ルイ16世が特権身分への課税を決定

(2)革命の進展

【1 】 （第一身分）

【2 】

【3 】

（第二身分）

（第三身分）

豊かな市民（ブルジョワジー）

貧しい市民（サン＝キュロット）

ＮＯ．２１ 〔 〕組〔 〕番 氏名〔 〕

３章 ヨーロッパとアメリカの諸革命
② ヨーロッパ近代化の出発点 フランス革命

(1)革命前のフランス社会

政治的発言権を得る
（制限選挙）

政治に参加できない

憲法で王権が制限される

【5 】（1789.5)

特権身分ではなくなる

身分的な不平等が
なくなる

国王

国王

聖職者・貴族

豊かな市民

貧しい市民

豊かな市民

聖職者・貴族

貧しい市民

農民

旧制度（アンシャン＝レジーム）

土地の所有権が
ない

国王の課税に反対

一身分一票という
議決方法に不満



・ 憲法にのっとった選挙が行われる（制限選挙）
・

・ 普通選挙が行われる
・ 国王ルイ16世が処刑される
・ ジャコバン派のロベスピエールが反対派を次々と処刑

恐怖政治

革命が自国に及ぶことを恐れ
た他のヨーロッパ諸国が第1回
対仏大同盟を結成

政治的発言権を得る
（普通選挙）

政府の中心となる

革命の進展を望まないオース
トリアの干渉

土地の所有権が
ない

土地の所有権を
得る

【8 】（1792.9～1794.7)

聖職者・貴族

豊かな市民

貧しい市民

農民

処刑される

恐怖政治におびえる

国王

王権が停止される

【7 】(1791.9～1792.9)

この国には国王が必要か否か？

他国に亡命するもの
があらわれる

政府の中心となる

国王

聖職者・貴族

豊かな市民

農民

貧しい市民

もっと自由と平等を！

普通選挙を要求 革命を推し進める

革命に干渉するオーストリアに宣戦



ＮＯ．２１ 補助プリント 〔 〕組〔 〕番 氏名〔 〕

最後に，フランス革命によって生じた課題や問題点と思われるものは何だったであろうか。気づい
たことをグループで意見を交換しながらまとめなさい。（一つの文章としてまとめる）

話合い活動

旧体制のころと比較して，革命がおこった後では第三身分の権利や生活はどのように変化しただ
ろうか。自分の考えを書きなさい。（箇条書きでいくつかあげる）

他者と意見を交換し，第三身分の変化に着目しながら，フランス革命の成果についてグループと
しての考えをまとめなさい。（一つの文章としてまとめる）


